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　はじめに
　人生の通過儀礼の中で最後に訪れるものが葬儀です｡“冠婚”は自分の意志が大きく働きますが“葬”は遺された者のために行われる儀式ですから、遺言でも残さない限り、故人の意志どおりにはいきません。ですから、葬儀に関しては、クリスチャンとしての注意と事前の了解が必要です。
　なぜならば、わが国は、神道、仏教、民間信仰などの異教の慣習があらゆる面で顔を出します。特に、宗教的行為の濃厚なものには、知らず知らずのうちに非聖書的異教習慣が入りこみやすいからです。日本のキリスト教会はいまだ、歴史も浅く葬儀についての信仰的吟味が、今日まで十分になされずにきたからです。
　また、葬儀は、聖礼典ではありませんが、よい意味でキリスト教信仰が社会に土着化するための大切な要素であると思います。
Ⅰ　確実に訪れる死
　死は人の生涯における地上での最後の体験です。これは、だれひとりの例外もなく、確実に訪れるものです。人の努力や願いでとめることはできません｡｢そして、一度だけ死ぬことと、死んで後さばきを受けることとが人間に定まっているように｣(ヘブル９：２７）とあります。ですから、人は死を常に自分のこととしてしっかりとらえ、見つめなければなりません。
Ⅱ　死とは何か
　死は、生物学的、医学的に見るならば、生活機能の完全なる停止であり、神より永遠性を与えられた魂と物質的肉体との分離といえます。肉体は滅び土に帰ります｢ついに土に帰る、あなたは土から取られたのだから｣(創３：１９)｡しかし、霊的存在である魂は、不可視の世界で意識的に存在しつづけるのです。
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Ⅲ　聖書の教える死
　Ａ　罪の結果
　死は、アダムの犯した罪の結果です｡｢しかし善悪を知る木からは取って食べてはならない。それを取って食べると、きっと死ぬであろう｣(創２：1７)｡人間は、神の「かたち」に創造され（創１：２７）神との交りのうちに完全
な生命が与えられていました。しかし、人間は、神への不従順（原罪）に
よって、死を刈りとったのです。それは、神との霊的つながりをたち切ったことによって、いのちの関係も断絶したからです｡｢このようなわけで、ひとりの人によって、罪がこの世にはいり、また罪によって死がはいってきたように、こうして、すべての人が罪を犯したので、死が全人類にはいり込んだのである｣（ロ－マ５：１２)｡人は悲しいかな、この死の解決の方法を知りません。
　Ｂ　人類を二分する死
　死によって魂と肉体が分離する時、人類は、キリストを信じた者とそうでない者とに永遠に二分されます。
　１　キリストを信じた者
　彼らは、主イエス・キリストとともにある喜びにはいります。悔い改めた犯罪人に向かって主イエスは「あなたはきょう、わたしと一緒にパラダイスにいるであろう｣（ルカ２３：４３)と語られました。また、ステパノも殉教の時､｢主イエスよ、わたしの霊をお受け下さい｡｣（使７：５９）と叫びました。このようにクリスチャンの死は悲しみではなく、すべての悪のわざから（サタンの手より）助け出されて、天にある御国に救い入れられることです｡（第二テモテ４：１８)
　２　信じなかった者
　彼らは、苦しみと悲しみの中に入れられるのです。ルカ１６章１９～３１節における金持ちの状態は、リアルにこの状態を描いています。想像を絶する火炎の中での苦しみもだえが待っているのです｡(１６：２４)
－２－
　３　さばきの日
　前述のように、信者、不信者は別々の世界に行き、さばきの日までそこにとどまるのです。すなわち、人にとって肉体の死（第一の死）は最後のものではありません｡“さばきの日”がくる時、キリストの再臨とともに、すべての死者（信者、不信者）は復活し（ロ－マ２：５～１１、第二コリント５：１０)､最後の審判が次のように行われます｡｢このことを驚くには及ばない。墓の中にいる者たちがみな神の子の声を聞き、善をおこなった人々は生命を受けるためによみがえり、悪をおこなった人々は、さばきを受けるためによみがえって、それぞれ出てくる時が来るであろう｣(ヨハネ５：２８、２９)｡　信じる者は、永遠の生命によみがえり、信じない者は、第二の死にわたされるのです｡｢耳のある者は、御霊が諸教会に言うことを聞くがよい。勝利を得る者は、第二の死によって滅ぼされることはない｣（黙２：１１、２０：６)｡そして、第二の死を“永遠の死”と呼ぶのです。
Ⅳ　葬儀
　Ａ　キリスト教の葬儀
　葬儀については、旧約聖書、新約聖書の中に、いくつかの記録があります。代表的なものでは、初代イスラエルの王サウルの死とその葬儀（サムエル上３１：１２～１３)､新約聖書ではヤイロの娘（マタイ９：２３～２６）ラザロ（ヨハネ１１：１～４４）主イエス・キリスト（マタイ２７：５０～６６）などの場合の記述があります。しかし、わたしたちはこれが聖書の教える葬儀礼であるという確立されたものを、それらの中に見出すことはできません。
　キリスト教の葬儀は、異教徒の多い日本においては、理解されにくい面がありますが、キリストの福音を証する良い機会でもあることを心得て、慎重かつ厳かに行うべきです。
　一般にキリスト教葬儀は、次の七つの式をもって執り行われます。
（１）納棺式
（２）前夜式
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（３）出棺式（自宅等より葬儀場に出棺する場合）
（４）葬式（告別式）
（５）火葬前式
（６）納骨式（埋葬式）一部地方では土葬のところもあります。
（７）記念会（追悼式）
　以上の式は、日本の短い教会歴史の中で定着してきたものですが、とくに異教（仏教、神道等）の迷信・習俗に犯されないように心して、対応しなければなりません。また、葬儀社の商業主義や異教的方法が移入されないようにすべきです。
　葬儀の正しい理解が必要です。葬儀は、死者に対する追悼、遺族に対する慰めと、将来に同じ死を味わうすべての人が死を厳粛に自覚するためであるからです。そこで、キリスト教式の心得と注意事項をあげましょう。
　Ｂ　遺言
　本人の意志が最も正確に反映されるものは遺言です。
　１　遺言の必要性
　本人の死後に起こるさまざまな問題（葬式、遺骨、墓碑、財産等）を混乱
させないで解決に導くものとなります。たとえば、葬式は、クリスチャン
とっては霊魂は、すでに神のみもとに行き、復活の希望によって慰めにあずかっているのだから、肉体の葬りはどうでもよいとはいえません。主を信じて生涯を送った最後の証しの場ですから、家族が未信者だからといって異教の方法で執行されないようにしたいものです。そのためにも効力を発揮するのが遺言です。
　２　正しい遺言の方法
　遺言の種類には、自筆証書、秘密証書、公正証書のほかに特例方式があります。一番なじみ深い自筆証書をとりあげましょう。まず大切なことは、全文自分で書くこと、代筆は一切認められません。上手、下手、書く場所は制限がありません。用紙も筆記用具も自由です。書式も決まりがなく、日本語
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でも外国語でもかまいません。しかし、絶対に必要なものは、日付と最後の署名押印です。
　Ｃ　臨終
　死への臨みかたは、人それぞれに異なります。突然の死もあれば、それが予測される時もあります。
　１　決定すべき事項
（ａ）牧師の指示を仰ぐ
　臨終の近いことを医師より告げられたならば、まず、第一に牧師に連絡をとらねばなりません。臨終の時には牧師に祈りをしていただき、これからの準備すべてに指示を仰ぎましょう。
（ｂ）遺族の代表を決める（喪主ではない）
　内外の交渉を一つにするためです。死は突然のことが多いし、また、前
もってわかっていても準備をすることは不可能ですから。しかも、行うべきことは限られた時間の中でするのですから、混乱を防ぐためにも必要です。
（ｃ）喪主を決める
　一般に、親の時は長男、子の時は親。夫の時は妻、妻の時は夫。
（ｄ）葬儀社を決める
　最近は、キリスト教式の専門の葬儀社が都会においては活躍していますが、地方においては、理解の不十分な葬儀社に依頼しなければならないことがありますので、注意が必要です。異教的迷信の侵入を防ぐためにも、決して葬儀社に葬儀の主導権をわたしてはなりません。
　また、葬儀の費用、方法も前もって決めておくべきです。
　葬儀社は、次のことをしてくれます。
　・棺の用意　・祭壇の作成　・霊柩車　・自動車の手配　・死亡届　・火葬・埋葬許可書の取得　・火葬場の手配　・死亡通知状　・会葬礼状の印刷・故人の写真作成等です。
　２　必要事項
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（ａ）公のこと
　イ、医師の死亡診断書｡(死亡届は七日以内に役所に提出します）
　ロ、火葬・埋葬許可書を役所でもらいます。
　ハ、葬儀の日時・場所の決定。遺体の火葬は死亡後24時間を経過しなければ行えません。また、六曜の迷信によって「友引」の日は火葬場が休みです。（ｂ）協力・奉仕者の役割分担の決定
  イ、委員長
  ロ、受付、案内、式場によっては下足係（はき物のトラブルは多い）
  ハ、接待
（ｃ）葬儀にそなえて準備するもの
  イ、故人略歴
  ロ、故人愛唱賛美歌
  ハ、写真
　３　遺体に対して
（ａ）遺体
　遺体は丁重に取り扱います。まず、消毒用のアルコールの入った湯で全身をふき清めます。衣服を着替えさせます。顔及び体にそれぞれ白布をかけます｡
 (ｂ）飾り
　枕もとに机を置き、その上に聖書を置く程度にします。
　この時、異教の習俗に倣わないようにします。例えば、遺体は北枕、逆屏風、枕もとの守り刀(カミソリなどの刃物)､左前の服、などは全く必要のないことです。まして、焼香の器、線香立て、果物や菓子、一膳飯などを供えてはなりません。
　４　その他
（ａ）死の呼び名
　「昇天」「永眠」「召天」「死去」「逝去」「死亡」等いろいろありますが「昇天」は、イエス・キリストだけのもので人に用いるべきではありません。一般には､｢召天｣がよいでしょう。
－６－
（ｂ)｢忌中」札
　これは、必要ありません。これは、戸口に貼って死を知らせる札ですが、神道より生まれた呪いよけの一種です。神道では死は、不潔、不浄とされ、それから逃がれる意味でこれを貼るのです。
　Ｄ　納棺式
　一般には前夜式の前に行います。中には前夜式の後に行うところもありますが､｢死亡」の後は、できるだけ早く納棺されることが、遺体の処置をする点からもよいと思われます。
　１　納棺
　納棺式は、牧師の司式により、家族・近親者らによって、賛美歌、聖書朗読、祈祷、すすめ、祈りのうちに行います。
　２　棺
　棺は、いろいろなものがありますが、材質、形、高価なものから廉価なものまで、あまり凝る必要はないと思います。普通、寝棺が用いられますが、地方で土葬の場合は座棺（桶）を用います。
　Ｅ　前夜式（通夜式）
　死去の日の夜、または、葬式の前夜に行う式で、柩のある部屋で、牧師の司式によって礼拝をもち、遺族、近親者、教会員などによって故人をしのび、思い出を語り、また、遺族を慰め励ます時としたいものです。
　地方によっては、アルコール類や料理を出してもてなしをする習慣がありますが、キリスト教式では、茶菓程度でよいでしょう。
　時間も“通夜”という言葉にとらわれないで、一時間ぐらいで終わるのがよいでしょう。看病疲れ、心労などで疲労している遺族や関係者のことを考えて、できるだけの休息を与えてあげるべきと思います。
　また、最近では、昼間の葬式に参加ができないので、前夜式で義理を果た
－７－
そうとする人もあります。このような時代の変化に前夜式のあり方を考える心配りも必要かもしれません。
　Ｆ　出棺式
　自宅から葬儀の式場に柩を送り出す儀式です。牧師の司式によって、賛美歌、聖書朗読、祈祷を行います｡(出棺式はしない場合もあります｡)
　Ｇ　葬儀（告別式）
　葬儀は厳粛に行われるべきです。牧師が司式をします。葬式は、死者の祭(祀)でも、供養でもありません。遺体を丁重に葬り、死者に対する追悼と遺族に対する慰めの儀式です。また、将来に死を経験するすべての人が、これを厳粛に自覚すると同時に、主より永遠の生命を賦与された希望をもって臨む式であります。さらに、参列する未信者にとっては、キリストにあるものの望みに目覚める機会としたいものです。
　一般に式は、教会で行いますが、時には自宅、または、斉場、会館などでも行います。
　１　式次第
　式次第は、それぞれの教会で異なりますが、次に一例を紹介しましょう。
　奏　楽
　聖　書　（招きのことば）
　聖　歌
　聖　書　（説教のテキスト）
  祈　祷
  聖　歌　（故人愛唱聖歌）
  故人略歴
  説　教
  祈　祷
－８－
  聖　歌
  弔　辞　　　　教会代表
　　　　　　　　各界代表
　弔電披露
　頌　栄
　終　祷
　告　別　（飾　花）
　２　式の実際
（ａ）柩
　柩は、会堂の講壇前に安置します。大会堂の場合は、頭を講壇側に向けて縦に置かれますが、小さい会堂の場合は、講壇に向かって頭を左にして横に安置します｡(左右、特別な意味はありません｡)
（ｂ）祭壇
　祭壇の造りは、遺族の希望を入れて（経済的、物理的条件を考慮して）造ればよい。
（ｃ）席
　遺族は前もって着席します。葬儀の席次は特別なきまりはありませんが、一般的には、祭壇に向かって右側の最前部に遺族・親族が着席し、左側最前部に友人代表・弔辞を述べる人、弔電披露者が着席します。
　３　一般的注意
（ａ）花
　葬儀は、しばしば売名に利用したり、されたりする場合があります。わが国では、花を贈る習慣がありますが（生花・花輪）教会では贈り主の名前のついた花は飾りません。また、花はすべて生花を用いて造花は用いません。（ｂ）写真
　写真に向かって拝礼をしてはいけません。拝礼は神にのみするのです。
（ｃ）弔辞
　弔辞については、多くの問題があります。他宗教の人々は、死者に向かって「〇〇君……君は」「〇〇先生……」と柩や写真に弔辞を述べますが、キ
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リスト教徒は、遺族と会衆に向けて、遺族への慰めと励ましを語るのです。　また、故人を極端に美化することも慎みたいものです。個人崇拝につながる恐れがあるからです。さらに、準備不足であると、長時間を費やし、また、不適切な言葉を用いることがありますので注意しなければなりません。
（ｄ）飾花（献花）
　告別の時に柩を花で飾る（飾花）ことは、よい慣わしと思いますが、献花をすることは多くのつまずきと問題を残します。仏教徒の焼香、神道の玉串奉奠と混同されて、死者礼拝と同一視されるおそれがあります。異教の宗教儀礼と紛らわしい考え方には注意したいものです。
（ｅ）出棺
　葬式終了後、出棺に際して葬儀責任者が参列者に対して挨拶をします。
　Ｈ　火葬
　１　火葬前式
　火葬場で、火葬にふす直前に棺を置いて行われる式で、聖歌、聖書朗読、祈祷を短時間で行います。最終的に遺体との別れでありますから、遺族への配慮をかかないよう注意しましょう。
　２　骨揚げ
　火葬作業員は、骨を丁寧に整理してくれますが、親切心から俗に“喉仏”（仏像に似ている、のどの中間にある甲状軟骨の突起）を、その骨形により、特別視します。しかしこれも異教的習慣で骨に優劣はありません。
  また、骨揚げは竹の箸を使い、骨壺にはさみ入れるのですが、二人で一つの骨をつかむか、人から人へとはさんで渡すのがしきたりだというような、意味のない習慣に従う必要はありません。
  さらに、遺骨はできるだけ早く埋葬すべきでしょう。
　Ｉ　納骨式（埋葬式）
　骨を土に帰す儀式です｡｢ちりは、もとのように土に帰り、霊はこれを授け
－１０－
た神に帰る｣(伝道の書１２：７)｡式は、他の式と同じように聖歌を歌い、聖書朗読、祈りと短い説教があり、後に納骨をします。火葬後できるだけ早く牧師と相談の上、納骨式をします。納骨の方法は、特別な決まりはありません。骨だけにするか、骨壺にいれて納めるかは、墓の構造によって異なります。
　Ｊ　記念会
　記念会を召天後七日、三十日、一年、三年にと行うところもあるようですが、死後何日目に行うという決まりはありません。しかし、適切な時期に遺族を励まし、故人とその信仰を思い起こして、ありし日の徳を追憶して、故人を生かした、主の恵みをともに賛美することは有意義なことです。
　ただ、仏教で故人のための供養、法要の意味で行う、初七日、四十九日とかの法事をすることと混同されないように注意したいものです。
　なお、“墓参り”及び“墓前礼拝”は記念会と同じ意味で行うことは好ましいことでしょう。ある教会では、毎年イースター合同墓前祭を行い（記念会)､先に召された信仰の先輩たちを追憶し、世にあるかぎり、自分たちの生活を意義あるものとしようとしています。このとき、いわゆる供え物等はさけましょう。
　Ⅴ　葬儀関連事項
　Ａ　心得
　１　“お花料”
　いわゆる香奠について仏式では､｢御香奠」「御仏前」「御香料」「御霊前」神道では､｢御神前」「御玉串料」「御榊料」などとして出しますが、キリスト教式の場合は「御花料」が適当と思われます。
　２　“喪”
　喪については、聖書の中にも記録されていますように、愛する者の死に際
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して、喪に服するのは自然なことです。ただ、わが国では明治七年制定の太
政官布告の「服忌礼」による慣わしが今も残っていますが、クリスチャンは基本的にこれにとらわれる必要はありません。
　Ｂ　異教の葬儀に参列の場合の心得
　わたしたちは、仏式、神道等の葬儀に参列しなければならないことも多くあります。その場合の注意事項を記します。
　１　焼香及び玉串奉奠
　焼香は仏教における供養（三宝即ち仏法僧に対する）であります。また、玉串奉奠は、神道における死者の神霊にささげるものでありますから、クリスチャンとしては、義理や人情に流されて行うべきではありません。
　２　数珠（ジュズ、ズズ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾀﾞ ﾗ ﾆ
　数珠は、仏教徒の印とまでいわれるものです。本来は、仏の名とか陀羅尼（秘呪）を唱える時に回数をかぞえるためのものです。決して持参すべきではありません。
　なお、喪章をつけることはさしつかえありません。
　３　拝礼（遺体または祭壇に対して）
　葬儀の中で異教徒は、拝礼、合掌をします。これは、遺体に対して礼拝することですから、つつしまねばなりません。拝むべきお方は唯一の神のみです。
－１２－

